
中
国
の
就
職
活
動
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

企
業
動
向
の
変
化
に
つい
て

海外リポート

　
就
職
活
動
に
お
け
る
「
就
職
氷
河
期
」
と
い
う
言

葉
も
、
か
な
り
使
い
古
さ
れ
た
感
が
あ
る
程
、
日
本

で
は
厳
し
い
新
卒
採
用
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

2
0
1
1
年
11
月
に
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
か

ら
発
表
さ
れ
た
12
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就

職
内
定
率
は
59
・
9
％
と
、
過
去
最
低
で
あ
っ
た
前

年
同
期
（
57
・
6
％
）
を
上
回
り
は
し
た
も
の
の
、

過
去
２
番
目
の
低
さ
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
こ
こ
中
国
で
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
見
て

み
る
と
、
11
年
１
月
に
人
力
資
源
・
社
会
保
障
部
よ

り
公
表
さ
れ
た
11
年
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就
職
内

定
率
は
90
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
と
比
較
し

て
か
な
り
高
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
こ
数
年

中
国
で
は
一
貫
し
て
大
卒
者
の
就
職
対
策
を
重
要
課

題
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
就
職
に
関

す
る
一
連
の
政
策
と
措
置
を
制
定
し
、
施
行
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

ご
と
に
環
境
等
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
単
純

比
較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
内
定
率
に
つ
い
て
の
公
表

値
を
見
る
限
り
で
は
、
中
国
が
日
本
を
大
き
く
上
回

る
状
況
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

　
今
回
は
、
中
国
の
就
職
活
動
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

企
業
動
向
の
変
化
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　　
冒
頭
に
て
、
中
国
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
が
日

本
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
中
国
国
内
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
中
国
の
就

職
活
動
の
実
態
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
報
道
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
２
つ
の
要
因
か
ら
も
公
表
値

以
上
に
厳
し
い
状
況
が
推
測
出
来
ま
す
。

①
大
卒
新
卒
者
よ
り
も
経
験
者
採
用
を
重
視

　
中
国
で
は
、
「
大
学
新
卒
者
1
0
人
の
う
ち
３
人

が
入
社
後
半
年
で
離
職
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
程
、

新
卒
者
の
離
職
率
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
卒
者

は
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
新
卒
者
を
採
用

し
て
一
人
前
に
育
成
し
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
離
職

す
る
ケ
ー
ス
も
多
々
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企

業
側
と
し
て
は
人
材
育
成
に
関
す
る
コ
ス
ト
を
払
う

こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
よ
う
で
す
。

②
大
学
入
学
者
数
の
大
幅
増
加

　
79
年
に
「
一
人
っ
子
政
策
」
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、

両
親
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
父
母
か
ら
可
愛
が
ら
れ
る

あ
ま
り
に
過
保
護
に
育
て
ら
れ
た
、
所
謂
「
小
皇

帝
」
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
が
増
え
、
教
育
に
対
す
る

熱
の
入
れ
具
合
も
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
90
年
代

に
実
施
さ
れ
た
国
家
戦
略
で
あ
る
「
2
1
1
工
程

（
21
世
紀
に
大
き
く
発
展
す
る
為
、
全
国
1
0
0
の

大
学
を
重
点
大
学
と
定
め
て
投
資
す
る
戦
略
）
」
や

「
9
8
5
工
程
（
中
国
で
の
大
学
で
の
研
究
活
動
の

質
を
国
際
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
る
為
、
限
ら
れ
た

大
学
に
重
点
的
に
投
資
す
る
戦
略
）
」
、
「
大
学
の

法
人
化
」
を
通
じ
て
、
大
学
の
規
模
や
数
も
拡
大
し
、

2
0
0
0
年
に
は
約
2
2
1
万
人
で
あ
っ
た
大
学
入

学
者
数
も
10
年
に
は
約
6
5
0
万
人
と
約
３
倍
に
急

増
し
た
こ
と
か
ら
、
就
職
活
動
も
激
化
し
て
い
る
よ

う
で
す
（
図
１
）
。

　
中
国
の
大
学
で
は
、
新
年
度
は
日
本
と
は
異
な
り

９
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
為
、
就
職
活
動
も
大

学
３
年
生
の
後
半
時
期
（
７
〜
８
月
）
か
ら
開
始
さ

れ
る
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
就
職
す
る
ま
で
の
流
れ
は
、
事
前
準
備
（
履
歴
書

等
）⇒

会
社
説
明
会⇒

面
接⇒

内
定⇒

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ⇒

就
職
と
な
っ
て
お
り
、
概
ね
日
本
と
同
じ

流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
と
の
明
ら
か
な
相

違
点
は
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
内
定
後
、
早
け
れ

ば
大
学
４
年
生
の
12
月
頃
か
ら
卒
業
す
る
ま
で
の
間
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
い
う
形
式
で
企
業
で
の

仕
事
が
始
ま
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
但
し
、
「
内
定
」
の
意
味
合
い
が
日
本
と
は
異
な

り
、
中
国
に
お
い
て
は
内
定
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
か
ら
正
社
員
へ
の
道
は
保
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
為
、
正
式
採
用
が
決
定
す
る
ま
で
は
、
実
際
に

は
就
職
活
動
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

大
学
生
側
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
期
間
中
に
企
業

を
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
中
国
の
大
学
生
が
企
業
を
選
択
す
る
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
日
本
と
同
様
に
収
入
や
福
利
厚
生
、
企
業

文
化
・
ブ
ラ
ン
ド
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
最
近
の

学
生
は
、
特
に
昇
進
や
育
成
制
度
の
充
実
に
加
え
て
、

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
環
境
か
ど
う
か
と

い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
関
わ
る
部
分
を
重
要
視
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

（
右
の
写
真
は
、
2
0
1
2
年
１
月
10
日
に
上
海
市

内
の
上
海
国
際
展
覧
中
心
に
て
開
催
さ
れ
た

「
2
0
1
2
年
上
海
市
応
届
高
校
卒
業
生
首
場
招
聘

会
（
2
0
1
2
年
上
海
市
大
学
・
大
学
院
卒
業
予
定

者
向
け
初
就
職
相
談
会
）
」
の
様
子
で
す
。
計

4
8
4
社
の
企
業
が
参
加
し
、
２
万
人
近
く
の
学
生

が
来
場
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
）

　
で
は
、
現
在
の
大
学
生
に
と
っ
て
人
気
の
企
業
と

は
ど
の
よ
う
な
企
業
な
の
で
し
ょ
う
か
。
大
学
新
卒

紹
介
大
手
の
「
中
華
英
才
網
」
が
昨
年
発
表
し
た
最

新
の
人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
る
と
、
全
体
的
に

通
信
・
銀
行
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
化
学
と
い
っ
た
業
種

の
国
有
企
業
の
人
気
が
高
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、

08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
外
資
系
企
業
の

中
国
国
内
で
の
生
産
抑
制
や
人
員
削
減
と
い
っ
た
動

き
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
大
学
生
の
安
定
志
向
が

強
ま
っ
た
こ
と
で
、
国
有
企
業
へ
の
人
気
が
相
対
的

に
高
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
外
資
系
企
業
は
上
位
20
社
に
僅
か
４

社
し
か
入
っ
て
お
ら
ず
、
中
で
も
日
系
企
業
に
つ
い

て
は
、
上
位
50
社
に
１
社
も
入
っ
て
い
な
い
と
い
う

残
念
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）
。

　　
国
有
企
業
の
人
気
の
高
ま
り
に
加
え
て
、
収
入
や

福
利
厚
生
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
面
で
の
改
善
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
中
国
系
民
間
企
業
の
人
気
も
高

ま
っ
て
き
て
お
り
、
中
国
の
大
学
生
に
と
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
外
資
系
企
業
に
対
す
る
憧
れ
は
薄

れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
実
際
に
、
大
学
新
卒
者
向
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

10
年
に
マ
ン
パ
ワ
ー
社
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
外
資
系

企
業
・
中
国
系
民
間
企
業
に
お
け
る
人
材
獲
得
競
争

力
調
査
」
に
よ
る
と
、
外
資
系
企
業
を
希
望
す
る
求

職
者
は
06
年
度
比
で
10
％
減
少
し
た
一
方
、
中
国
系

民
間
企
業
を
希
望
す
る
求
職
者
は
５
％
増
加
し
た
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
資
系
企
業
の
人
材
獲
得
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
中
国
進
出

企
業
の
増
加
に
よ
る
外
資
系
企
業
間
で
の
競
争
激
化

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、

世
界
に
お
け
る
中
国
の
位
置
づ
け
の
変
化
で
す
。

「
世
界
の
工
場
か
ら
世
界
の
市
場
へ
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
中
国
が
こ
れ
ま
で
の
製
造
拠
点
と
い
う
位

置
づ
け
か
ら
消
費
市
場
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、

企
業
の
経
営
戦
略
も
変
化
す
る
等
、
管
理
職
を
含
め

た
幅
広
い
人
材
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
件
費
と
同
様
に
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
消
費
者
物
価
指
数
）

も
上
昇
し
続
け
る
中
国
に
お
い
て
、
製
造
コ
ス
ト
の

優
位
性
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
、
外
資
系
企
業
が
こ
れ
ま

で
通
り
に
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て

難
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
人
事
戦
略
を
重
要
な
経
営
課
題
と
捉
え
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
等
の
研
修
制
度
の
拡
充
や
中
国
人
管
理
職
の
登

用
を
始
め
と
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

中
国
人
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
一
人

ひ
と
り
の
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
お
ら
れ
る
お
取
引

先
も
実
際
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
日
系
企
業
の
経
営
手
法
を
活
か
し
つ

つ
、
そ
れ
に
順
応
し
た
中
国
人
を
育
成
し
て
い
く
企

業
が
更
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
。

そ
し
て
、
中
国
の
大
学
生
が
選
ぶ
人
気
企
業
ラ
ン
キ

ン
グ
に
、
い
つ
の
日
か
日
系
企
業
の
名
前
が
並
ぶ
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
長
　
真
太
郎
）
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表１　大学生が選ぶ人気企業トップ50社（上位20社を記載）

国有企業

国有企業

中国系民間企業

外資系企業

国有企業

外資系企業

国有企業

中国系民間企業

中国系民間企業

外資系企業

企業形態

通信

銀行

IT

IT

銀行

一般消費財

エネルギー・化学

通信

IT

IT

業　種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

順位

国有企業

中国系民間企業

中国系民間企業

中国系民間企業

国有企業

中国系民間企業

国有企業

国有企業

中国系民間企業

外資系企業

企業形態

エネルギー・化学

教育

家電

IT

銀行

パソコン

通信

銀行

不動産開発

小売

業　種

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

順位
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図1　中国の大学入学者数の推移
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中
国
の
就
職
活
動
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

企
業
動
向
の
変
化
に
つい
て

海外リポート

　
就
職
活
動
に
お
け
る
「
就
職
氷
河
期
」
と
い
う
言

葉
も
、
か
な
り
使
い
古
さ
れ
た
感
が
あ
る
程
、
日
本

で
は
厳
し
い
新
卒
採
用
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

2
0
1
1
年
11
月
に
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
か

ら
発
表
さ
れ
た
12
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就

職
内
定
率
は
59
・
9
％
と
、
過
去
最
低
で
あ
っ
た
前

年
同
期
（
57
・
6
％
）
を
上
回
り
は
し
た
も
の
の
、

過
去
２
番
目
の
低
さ
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
こ
こ
中
国
で
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
見
て

み
る
と
、
11
年
１
月
に
人
力
資
源
・
社
会
保
障
部
よ

り
公
表
さ
れ
た
11
年
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就
職
内

定
率
は
90
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
と
比
較
し

て
か
な
り
高
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
こ
数
年

中
国
で
は
一
貫
し
て
大
卒
者
の
就
職
対
策
を
重
要
課

題
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
就
職
に
関

す
る
一
連
の
政
策
と
措
置
を
制
定
し
、
施
行
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

ご
と
に
環
境
等
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
単
純

比
較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
内
定
率
に
つ
い
て
の
公
表

値
を
見
る
限
り
で
は
、
中
国
が
日
本
を
大
き
く
上
回

る
状
況
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

　
今
回
は
、
中
国
の
就
職
活
動
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

企
業
動
向
の
変
化
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　　
冒
頭
に
て
、
中
国
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
が
日

本
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
中
国
国
内
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
中
国
の
就

職
活
動
の
実
態
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
報
道
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
２
つ
の
要
因
か
ら
も
公
表
値

以
上
に
厳
し
い
状
況
が
推
測
出
来
ま
す
。

①
大
卒
新
卒
者
よ
り
も
経
験
者
採
用
を
重
視

　
中
国
で
は
、
「
大
学
新
卒
者
1
0
人
の
う
ち
３
人

が
入
社
後
半
年
で
離
職
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
程
、

新
卒
者
の
離
職
率
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
卒
者

は
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
新
卒
者
を
採
用

し
て
一
人
前
に
育
成
し
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
離
職

す
る
ケ
ー
ス
も
多
々
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企

業
側
と
し
て
は
人
材
育
成
に
関
す
る
コ
ス
ト
を
払
う

こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
よ
う
で
す
。

②
大
学
入
学
者
数
の
大
幅
増
加

　
79
年
に
「
一
人
っ
子
政
策
」
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、

両
親
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
父
母
か
ら
可
愛
が
ら
れ
る

あ
ま
り
に
過
保
護
に
育
て
ら
れ
た
、
所
謂
「
小
皇

帝
」
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
が
増
え
、
教
育
に
対
す
る

熱
の
入
れ
具
合
も
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
90
年
代

に
実
施
さ
れ
た
国
家
戦
略
で
あ
る
「
2
1
1
工
程

（
21
世
紀
に
大
き
く
発
展
す
る
為
、
全
国
1
0
0
の

大
学
を
重
点
大
学
と
定
め
て
投
資
す
る
戦
略
）
」
や

「
9
8
5
工
程
（
中
国
で
の
大
学
で
の
研
究
活
動
の

質
を
国
際
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
る
為
、
限
ら
れ
た

大
学
に
重
点
的
に
投
資
す
る
戦
略
）
」
、
「
大
学
の

法
人
化
」
を
通
じ
て
、
大
学
の
規
模
や
数
も
拡
大
し
、

2
0
0
0
年
に
は
約
2
2
1
万
人
で
あ
っ
た
大
学
入

学
者
数
も
10
年
に
は
約
6
5
0
万
人
と
約
３
倍
に
急

増
し
た
こ
と
か
ら
、
就
職
活
動
も
激
化
し
て
い
る
よ

う
で
す
（
図
１
）
。

　
中
国
の
大
学
で
は
、
新
年
度
は
日
本
と
は
異
な
り

９
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
為
、
就
職
活
動
も
大

学
３
年
生
の
後
半
時
期
（
７
〜
８
月
）
か
ら
開
始
さ

れ
る
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
就
職
す
る
ま
で
の
流
れ
は
、
事
前
準
備
（
履
歴
書

等
）⇒

会
社
説
明
会⇒

面
接⇒

内
定⇒

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ⇒

就
職
と
な
っ
て
お
り
、
概
ね
日
本
と
同
じ

流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
と
の
明
ら
か
な
相

違
点
は
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
内
定
後
、
早
け
れ

ば
大
学
４
年
生
の
12
月
頃
か
ら
卒
業
す
る
ま
で
の
間
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
い
う
形
式
で
企
業
で
の

仕
事
が
始
ま
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
但
し
、
「
内
定
」
の
意
味
合
い
が
日
本
と
は
異
な

り
、
中
国
に
お
い
て
は
内
定
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
か
ら
正
社
員
へ
の
道
は
保
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
為
、
正
式
採
用
が
決
定
す
る
ま
で
は
、
実
際
に

は
就
職
活
動
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

大
学
生
側
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
期
間
中
に
企
業

を
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
中
国
の
大
学
生
が
企
業
を
選
択
す
る
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
日
本
と
同
様
に
収
入
や
福
利
厚
生
、
企
業

文
化
・
ブ
ラ
ン
ド
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
最
近
の

学
生
は
、
特
に
昇
進
や
育
成
制
度
の
充
実
に
加
え
て
、

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
環
境
か
ど
う
か
と

い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
関
わ
る
部
分
を
重
要
視
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

（
右
の
写
真
は
、
2
0
1
2
年
１
月
10
日
に
上
海
市

内
の
上
海
国
際
展
覧
中
心
に
て
開
催
さ
れ
た

「
2
0
1
2
年
上
海
市
応
届
高
校
卒
業
生
首
場
招
聘

会
（
2
0
1
2
年
上
海
市
大
学
・
大
学
院
卒
業
予
定

者
向
け
初
就
職
相
談
会
）
」
の
様
子
で
す
。
計

4
8
4
社
の
企
業
が
参
加
し
、
２
万
人
近
く
の
学
生

が
来
場
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
）

　
で
は
、
現
在
の
大
学
生
に
と
っ
て
人
気
の
企
業
と

は
ど
の
よ
う
な
企
業
な
の
で
し
ょ
う
か
。
大
学
新
卒

紹
介
大
手
の
「
中
華
英
才
網
」
が
昨
年
発
表
し
た
最

新
の
人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
る
と
、
全
体
的
に

通
信
・
銀
行
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
化
学
と
い
っ
た
業
種

の
国
有
企
業
の
人
気
が
高
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、

08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
外
資
系
企
業
の

中
国
国
内
で
の
生
産
抑
制
や
人
員
削
減
と
い
っ
た
動

き
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
大
学
生
の
安
定
志
向
が

強
ま
っ
た
こ
と
で
、
国
有
企
業
へ
の
人
気
が
相
対
的

に
高
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
外
資
系
企
業
は
上
位
20
社
に
僅
か
４

社
し
か
入
っ
て
お
ら
ず
、
中
で
も
日
系
企
業
に
つ
い

て
は
、
上
位
50
社
に
１
社
も
入
っ
て
い
な
い
と
い
う

残
念
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）
。

　　
国
有
企
業
の
人
気
の
高
ま
り
に
加
え
て
、
収
入
や

福
利
厚
生
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
面
で
の
改
善
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
中
国
系
民
間
企
業
の
人
気
も
高

ま
っ
て
き
て
お
り
、
中
国
の
大
学
生
に
と
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
外
資
系
企
業
に
対
す
る
憧
れ
は
薄

れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
実
際
に
、
大
学
新
卒
者
向
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

10
年
に
マ
ン
パ
ワ
ー
社
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
外
資
系

企
業
・
中
国
系
民
間
企
業
に
お
け
る
人
材
獲
得
競
争

力
調
査
」
に
よ
る
と
、
外
資
系
企
業
を
希
望
す
る
求

職
者
は
06
年
度
比
で
10
％
減
少
し
た
一
方
、
中
国
系

民
間
企
業
を
希
望
す
る
求
職
者
は
５
％
増
加
し
た
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
資
系
企
業
の
人
材
獲
得
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
中
国
進
出

企
業
の
増
加
に
よ
る
外
資
系
企
業
間
で
の
競
争
激
化

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、

世
界
に
お
け
る
中
国
の
位
置
づ
け
の
変
化
で
す
。

「
世
界
の
工
場
か
ら
世
界
の
市
場
へ
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
中
国
が
こ
れ
ま
で
の
製
造
拠
点
と
い
う
位

置
づ
け
か
ら
消
費
市
場
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、

企
業
の
経
営
戦
略
も
変
化
す
る
等
、
管
理
職
を
含
め

た
幅
広
い
人
材
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
件
費
と
同
様
に
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
消
費
者
物
価
指
数
）

も
上
昇
し
続
け
る
中
国
に
お
い
て
、
製
造
コ
ス
ト
の

優
位
性
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
、
外
資
系
企
業
が
こ
れ
ま

で
通
り
に
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て

難
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
人
事
戦
略
を
重
要
な
経
営
課
題
と
捉
え
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
等
の
研
修
制
度
の
拡
充
や
中
国
人
管
理
職
の
登

用
を
始
め
と
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

中
国
人
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
一
人

ひ
と
り
の
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
お
ら
れ
る
お
取
引

先
も
実
際
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
日
系
企
業
の
経
営
手
法
を
活
か
し
つ

つ
、
そ
れ
に
順
応
し
た
中
国
人
を
育
成
し
て
い
く
企

業
が
更
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
。

そ
し
て
、
中
国
の
大
学
生
が
選
ぶ
人
気
企
業
ラ
ン
キ

ン
グ
に
、
い
つ
の
日
か
日
系
企
業
の
名
前
が
並
ぶ
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
長
　
真
太
郎
）

は
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に

1
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2
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表１　大学生が選ぶ人気企業トップ50社（上位20社を記載）

国有企業

国有企業

中国系民間企業

外資系企業

国有企業

外資系企業

国有企業

中国系民間企業

中国系民間企業

外資系企業

企業形態

通信

銀行

IT

IT

銀行

一般消費財

エネルギー・化学

通信

IT

IT

業　種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

順位

国有企業

中国系民間企業

中国系民間企業

中国系民間企業

国有企業

中国系民間企業

国有企業

国有企業

中国系民間企業

外資系企業

企業形態

エネルギー・化学

教育

家電

IT

銀行

パソコン

通信

銀行

不動産開発

小売

業　種

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

順位

出所：中華英才網

650640
608

566546
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図1　中国の大学入学者数の推移
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中
国
の
就
職
活
動
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

企
業
動
向
の
変
化
に
つい
て

海外リポート

　
就
職
活
動
に
お
け
る
「
就
職
氷
河
期
」
と
い
う
言

葉
も
、
か
な
り
使
い
古
さ
れ
た
感
が
あ
る
程
、
日
本

で
は
厳
し
い
新
卒
採
用
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

2
0
1
1
年
11
月
に
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
か

ら
発
表
さ
れ
た
12
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就

職
内
定
率
は
59
・
9
％
と
、
過
去
最
低
で
あ
っ
た
前

年
同
期
（
57
・
6
％
）
を
上
回
り
は
し
た
も
の
の
、

過
去
２
番
目
の
低
さ
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
こ
こ
中
国
で
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
見
て

み
る
と
、
11
年
１
月
に
人
力
資
源
・
社
会
保
障
部
よ

り
公
表
さ
れ
た
11
年
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就
職
内

定
率
は
90
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
と
比
較
し

て
か
な
り
高
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
こ
数
年

中
国
で
は
一
貫
し
て
大
卒
者
の
就
職
対
策
を
重
要
課

題
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
就
職
に
関

す
る
一
連
の
政
策
と
措
置
を
制
定
し
、
施
行
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

ご
と
に
環
境
等
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
単
純

比
較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
内
定
率
に
つ
い
て
の
公
表

値
を
見
る
限
り
で
は
、
中
国
が
日
本
を
大
き
く
上
回

る
状
況
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

　
今
回
は
、
中
国
の
就
職
活
動
と
そ
れ
を
取
り
巻
く

企
業
動
向
の
変
化
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　　
冒
頭
に
て
、
中
国
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
が
日

本
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
中
国
国
内
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
中
国
の
就

職
活
動
の
実
態
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
報
道
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
２
つ
の
要
因
か
ら
も
公
表
値

以
上
に
厳
し
い
状
況
が
推
測
出
来
ま
す
。

①
大
卒
新
卒
者
よ
り
も
経
験
者
採
用
を
重
視

　
中
国
で
は
、
「
大
学
新
卒
者
1
0
人
の
う
ち
３
人

が
入
社
後
半
年
で
離
職
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
程
、

新
卒
者
の
離
職
率
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
卒
者

は
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
新
卒
者
を
採
用

し
て
一
人
前
に
育
成
し
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
離
職

す
る
ケ
ー
ス
も
多
々
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企

業
側
と
し
て
は
人
材
育
成
に
関
す
る
コ
ス
ト
を
払
う

こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
よ
う
で
す
。

②
大
学
入
学
者
数
の
大
幅
増
加

　
79
年
に
「
一
人
っ
子
政
策
」
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、

両
親
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
父
母
か
ら
可
愛
が
ら
れ
る

あ
ま
り
に
過
保
護
に
育
て
ら
れ
た
、
所
謂
「
小
皇

帝
」
と
呼
ば
れ
る
子
ど
も
が
増
え
、
教
育
に
対
す
る

熱
の
入
れ
具
合
も
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
90
年
代

に
実
施
さ
れ
た
国
家
戦
略
で
あ
る
「
2
1
1
工
程

（
21
世
紀
に
大
き
く
発
展
す
る
為
、
全
国
1
0
0
の

大
学
を
重
点
大
学
と
定
め
て
投
資
す
る
戦
略
）
」
や

「
9
8
5
工
程
（
中
国
で
の
大
学
で
の
研
究
活
動
の

質
を
国
際
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ
る
為
、
限
ら
れ
た

大
学
に
重
点
的
に
投
資
す
る
戦
略
）
」
、
「
大
学
の

法
人
化
」
を
通
じ
て
、
大
学
の
規
模
や
数
も
拡
大
し
、

2
0
0
0
年
に
は
約
2
2
1
万
人
で
あ
っ
た
大
学
入

学
者
数
も
10
年
に
は
約
6
5
0
万
人
と
約
３
倍
に
急

増
し
た
こ
と
か
ら
、
就
職
活
動
も
激
化
し
て
い
る
よ

う
で
す
（
図
１
）
。

　
中
国
の
大
学
で
は
、
新
年
度
は
日
本
と
は
異
な
り

９
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
為
、
就
職
活
動
も
大

学
３
年
生
の
後
半
時
期
（
７
〜
８
月
）
か
ら
開
始
さ

れ
る
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
就
職
す
る
ま
で
の
流
れ
は
、
事
前
準
備
（
履
歴
書

等
）⇒

会
社
説
明
会⇒

面
接⇒

内
定⇒

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ⇒

就
職
と
な
っ
て
お
り
、
概
ね
日
本
と
同
じ

流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
と
の
明
ら
か
な
相

違
点
は
、
多
く
の
企
業
に
お
い
て
内
定
後
、
早
け
れ

ば
大
学
４
年
生
の
12
月
頃
か
ら
卒
業
す
る
ま
で
の
間
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
い
う
形
式
で
企
業
で
の

仕
事
が
始
ま
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
但
し
、
「
内
定
」
の
意
味
合
い
が
日
本
と
は
異
な

り
、
中
国
に
お
い
て
は
内
定
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
か
ら
正
社
員
へ
の
道
は
保
証
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
為
、
正
式
採
用
が
決
定
す
る
ま
で
は
、
実
際
に

は
就
職
活
動
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

大
学
生
側
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
期
間
中
に
企
業

を
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
中
国
の
大
学
生
が
企
業
を
選
択
す
る
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
は
、
日
本
と
同
様
に
収
入
や
福
利
厚
生
、
企
業

文
化
・
ブ
ラ
ン
ド
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
最
近
の

学
生
は
、
特
に
昇
進
や
育
成
制
度
の
充
実
に
加
え
て
、

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
環
境
か
ど
う
か
と

い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
関
わ
る
部
分
を
重
要
視
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

（
右
の
写
真
は
、
2
0
1
2
年
１
月
10
日
に
上
海
市

内
の
上
海
国
際
展
覧
中
心
に
て
開
催
さ
れ
た

「
2
0
1
2
年
上
海
市
応
届
高
校
卒
業
生
首
場
招
聘

会
（
2
0
1
2
年
上
海
市
大
学
・
大
学
院
卒
業
予
定

者
向
け
初
就
職
相
談
会
）
」
の
様
子
で
す
。
計

4
8
4
社
の
企
業
が
参
加
し
、
２
万
人
近
く
の
学
生

が
来
場
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
）

　
で
は
、
現
在
の
大
学
生
に
と
っ
て
人
気
の
企
業
と

は
ど
の
よ
う
な
企
業
な
の
で
し
ょ
う
か
。
大
学
新
卒

紹
介
大
手
の
「
中
華
英
才
網
」
が
昨
年
発
表
し
た
最

新
の
人
気
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
る
と
、
全
体
的
に

通
信
・
銀
行
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
化
学
と
い
っ
た
業
種

の
国
有
企
業
の
人
気
が
高
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、

08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
外
資
系
企
業
の

中
国
国
内
で
の
生
産
抑
制
や
人
員
削
減
と
い
っ
た
動

き
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
大
学
生
の
安
定
志
向
が

強
ま
っ
た
こ
と
で
、
国
有
企
業
へ
の
人
気
が
相
対
的

に
高
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
外
資
系
企
業
は
上
位
20
社
に
僅
か
４

社
し
か
入
っ
て
お
ら
ず
、
中
で
も
日
系
企
業
に
つ
い

て
は
、
上
位
50
社
に
１
社
も
入
っ
て
い
な
い
と
い
う

残
念
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）
。

　　
国
有
企
業
の
人
気
の
高
ま
り
に
加
え
て
、
収
入
や

福
利
厚
生
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
面
で
の
改
善
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
中
国
系
民
間
企
業
の
人
気
も
高

ま
っ
て
き
て
お
り
、
中
国
の
大
学
生
に
と
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
外
資
系
企
業
に
対
す
る
憧
れ
は
薄

れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
実
際
に
、
大
学
新
卒
者
向
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

10
年
に
マ
ン
パ
ワ
ー
社
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
外
資
系

企
業
・
中
国
系
民
間
企
業
に
お
け
る
人
材
獲
得
競
争

力
調
査
」
に
よ
る
と
、
外
資
系
企
業
を
希
望
す
る
求

職
者
は
06
年
度
比
で
10
％
減
少
し
た
一
方
、
中
国
系

民
間
企
業
を
希
望
す
る
求
職
者
は
５
％
増
加
し
た
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
資
系
企
業
の
人
材
獲
得
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
中
国
進
出

企
業
の
増
加
に
よ
る
外
資
系
企
業
間
で
の
競
争
激
化

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、

世
界
に
お
け
る
中
国
の
位
置
づ
け
の
変
化
で
す
。

「
世
界
の
工
場
か
ら
世
界
の
市
場
へ
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
中
国
が
こ
れ
ま
で
の
製
造
拠
点
と
い
う
位

置
づ
け
か
ら
消
費
市
場
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、

企
業
の
経
営
戦
略
も
変
化
す
る
等
、
管
理
職
を
含
め

た
幅
広
い
人
材
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
件
費
と
同
様
に
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
消
費
者
物
価
指
数
）

も
上
昇
し
続
け
る
中
国
に
お
い
て
、
製
造
コ
ス
ト
の

優
位
性
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
、
外
資
系
企
業
が
こ
れ
ま

で
通
り
に
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て

難
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
人
事
戦
略
を
重
要
な
経
営
課
題
と
捉
え
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
等
の
研
修
制
度
の
拡
充
や
中
国
人
管
理
職
の
登

用
を
始
め
と
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

中
国
人
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
一
人

ひ
と
り
の
生
産
性
向
上
を
図
っ
て
お
ら
れ
る
お
取
引

先
も
実
際
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
日
系
企
業
の
経
営
手
法
を
活
か
し
つ

つ
、
そ
れ
に
順
応
し
た
中
国
人
を
育
成
し
て
い
く
企

業
が
更
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
。

そ
し
て
、
中
国
の
大
学
生
が
選
ぶ
人
気
企
業
ラ
ン
キ

ン
グ
に
、
い
つ
の
日
か
日
系
企
業
の
名
前
が
並
ぶ
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所
　
長
　
真
太
郎
）
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表１　大学生が選ぶ人気企業トップ50社（上位20社を記載）

国有企業

国有企業

中国系民間企業

外資系企業

国有企業

外資系企業

国有企業

中国系民間企業

中国系民間企業

外資系企業

企業形態

通信

銀行

IT

IT

銀行

一般消費財

エネルギー・化学

通信

IT

IT

業　種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

順位

国有企業

中国系民間企業

中国系民間企業

中国系民間企業

国有企業

中国系民間企業

国有企業

国有企業

中国系民間企業

外資系企業

企業形態

エネルギー・化学

教育

家電

IT

銀行

パソコン

通信

銀行

不動産開発

小売

業　種

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

順位

出所：中華英才網

650640
608

566546

475

420
382
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221
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1081009793

出所：中国統計年鑑
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図1　中国の大学入学者数の推移
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